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はじめに 

 

本取扱説明書はAgilent OpenLAB CDS EZChrom Edition ソフトウェアのスペクトル解

析の操作の概要を説明したものです。本書に記述されていないソフトウェアおよび装置の詳細

な説明についてはオンラインヘルプ、リファレンスガイド、ユーザーガイド等を参照してください。 
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スペクトル解析機能 

ダイオードアレイ検出器が接続され、スペクトル採取パラメータを“すべて”に設定している場合は、純

度確認やスペクトルライブラリサーチのデータ解析が可能です。 

 

1.スペクトルの表示 

表示タスクに切り替え、ナビゲーションパネルの PDA表示から［ミックスビュー］を選択します。 
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横軸上の▽マークを時間軸

で移動させると、その時間で

のスペクトルが画面右上に

表示されます。 

縦軸上の◁マークを波長軸で移動させるとそ

の波長でのクロマトグラムが画面左下に表示

されます。 

横軸上の▽マークを時間軸

で移動させると、その時間で

のクロマトグラムが画面左下

に示されます。 

横軸上の▽マークを時間

軸で移動させると、その時

間でのスペクトルが画面右

上に表示されます。 
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2.複数波長のクロマトグラム表示 

1. メソッドタクスに入り、ナビゲーションパネルから PDA オプションを選択します。 

 

2. マルチクロマトグラム タグをクリックします。 

 

3. 抽出するクロマトグラムの波長とバンド幅を入力し、□有効 をチェックします。 

4. 画面下の適用ボタンをクリックします。 

5. 表示タスクに入り、ナビゲーションパネルの［マルチクロマトグラム］を選択します。入力した波

長の多波長クロマトグラムが表示されます。 

ナビゲーションパネルで表示させる情報内容の切り替え（スペクト

ル、クロマト、マックスプロット）可能です。 
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5. 画面左上の表示メニューか

らも表示内容を変更すること

ができます。 
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3.スペクトル検索 

1. スペクトルライブラリを作成します。 

2. 既知サンプルのスペクトルを採取したクロマトグラムデータを読み込んでおきます。 

3. メニューから[ファイル]-[新規]-[スペクトルライブラリ]タブを開きます。 

4. 空白 lib をクリックし、OK ボタンを押します。 

 

5. ミックスビュー画面の等高線表示またはクロマトグラム表示画面で、スペクトル登録したいピーク

位置にカーソルを移動し、スペクトルを表示します。 

6. ミックスビュー（等高線表示）メニューの[操作]-[スペクトルをスペクトル ライブラリに追加]を

選択します。 

 

7. 追加ボタンを押し、閉じるボタンで画面を閉じます。 
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8. スペクトルがライブラルに追加されます。この作業を繰り返し、必要なピークのスペクトルをライブ

ラリファイルに追加します。 

9. 下記のようにスペクトルライブラリ定義にスペクトルが追加されます。 

10. コンポーネント名に成分名を入力します。 

 

11. [ファイル]-[名前を付けて保存]-[スペクトルライブラリ]をクリックし、ファイル名を入力し、ファイ

ルを保存します。 
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クイック検索 

1. スペクトルライブラリを実施したいクロマトグラムデータを読み込みます。 

2. ミックスビュー画面で、検索したいピークのスペクトルを選択し表示させます。 

3. メニューから［操作］→[ライブラリ検索] を選択します。 

     

6. メニューの［今すぐ検索］をクリックすると、ライブラリ検索が実行され、結果が表示されます。

[結果の印刷]をクリックし出力先プリンタ等選択をするとライブラリ結果を印刷することができま

す。 

 

パラメータやプリフィルタで波長範囲や検索時間範囲等の詳細設定が可能です。

4. 検索で［クイック］を選択します。 

5. ファイルアイコンをクリックし、保存したライ

ブラリファイルを読み込みます。 
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4.純度 

1. メソッドタスクに入り、ナビゲーションパネルから PDA オプションを選択します。純度タグをクリック

します。 

 

2. 波長範囲や純度スレッショルド、純度チェックに利用する吸収の閾値（吸収スレッショルド）

等を設定します。 

3. 表示タスクに入り、ナビゲーションパネルからミックスビューを選択します。 

4. メニューのオプションをクリックし、ピーク純度プロットの表示を選択します。 

5. 画面に右下に純度プロットが表示されます。 

6. 画面左の等高線表示またはクロマトグラム表示で、純度確認をしたいピークにカーソルを合わ

せ、Ctrl キーを押しながらクリックします。純度結果が画面右下に表示されます。 
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7. 標準レポートを使用して、[レポートの挿入]-[純度レポート]を追加、またはインテリジェントレ

ポート機能を利用し、[ピーク純度の結果]を追加したレポートテンプレート作成すると、そのテ

ンプレートを使用してデータ採取と純度レポート作成を自動で行う事が可能です。 

 

5.プロット比の表示 

1. メソッドタスクに入り、ナビゲーションパネルから PDAオプションを選択します。比タグをクリックしま

す。 

2. 比を表示したい 2 波長を入力します。 

 

3. 表示タスクに入り、ナビゲーションパネルからプロット比を選択します。 

4. 比クロマトグラムのプロットが表示されます。 
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6.標準レポートテンプレートの作成 

３D データ（または等高線表示）を追加する。 

1. メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]から標準レポートテンプレートを開きます。 

2. ３Dデータ（等高線表示）を追加したい場所をクリックし、[右クリック]-[図の挿入]-[３Dデ

ータグラフ（等高線表示）]をクリックします。 
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マルチクロマトグラムで選択したクロマトグラムを追加する。 

1. メニューから[ファイル]-[開く]-[標準レポート]から標準レポートテンプレートを開きます。 

2. マルチクロマトグラムを追加したい場所をクリックし、[右クリック]-[図の挿入]-[クロマトグラム]を

クリックします。 

3. 追加されたクロマトグラムをダブルクリックし、下記設定を行います。 

[データソース]：現在のデータ、 [トレース]：マルチクロマトグラム xxx nm 

4. [OK]をクリックします。 

 

※プロット比を追加する場合は、[トレース]：プロット比 を選択してください。 

 


